
大縄集会に向けて
秋竹小学校では、ここ数年、２月の取組として大縄大会が行われています。この取組は、学級対抗となか

ま班対抗の二種類です。

２月１２日には、児童会主催の大縄集会が開かれます。なかま班での取組です。７分間に、八の字とびを

何回跳ぶことができるかで競うものです。体育委員会主催の学年大縄大会とは違って、１年生から６年生ま

でのなかま班で行いますので、低学年ほどたいへんです。特に１年生は、高学年と一緒に大縄を跳ぶのは初

めての経験です。この集会は、「みんなで助け合いながら楽しく跳ぶ」というねらいですが、特に苦手な子や

低学年の子も跳べるように考えることが大切です。

朝の練習を見ていると、なかなか縄に入ることができない子もいました。ある班では、タイミングをつか

めない１年生の後ろに６年生が立ち、「今だよ」といって、肩を軽く押してあげます。自分から縄に入ってい

くことがなかなかできませんでしたが、５分ほど練習す

る間に何とか入っていけるようになりました。「それでい

いよ」という周りの声。その次には、うまく跳ぶことが

できました。「○○君、タイミングをつかんだね」という

声が、５年生からしました。１年生は、にっこり。一度

コツをつかむと、後はもう大丈夫。リズムよく跳べるよ

うになっていきます。

さて、来週の集会本番には、なかま班でどんながんば

りが見られるか、楽しみです。

また、１９日には、学年対抗の縄跳び大会があります。

こちらに向けても、いろいろな学年が体育の時間などに

一生懸命練習しています。これも、どんな記録が出るか

とても楽しみです。

子育て講座
毎年、新入児の保護者を対象とした入学説明会と併せて、子育て講座

を開いています。今回は、昨年度に引き続き、子育てネットワーカー尾
張西代表 三輪 絵里子 様を講師にお迎えし、「早寝・早起き・朝
ごはん」をテーマに、グループにわかれて話し合いをしました。
講演というと、講師の方のお話をみんなで伺うという形が多いので
すが、三輪先生は、ワークショップ形式で行ってくださいます。参加
されたみなさんがグループに分かれ、テーマに沿って自分の経験や悩
みなどを話し合います。そこへ、三輪先生も加わって話を進めていきます。いろいろと話をする中で、
情報交換もでき、みんな同じように悩みを抱えていることがわかり、ほっとする場面もあったようで
す。また、中には、地域のお買い物情報に花が咲いたグループもあったようです。
和やかに話し合うことができたのも、講師の先生の気さくなお人柄に依るところが大きかったので
すが、同じ年代の子どもをもつ親同士、心を拓いて話をすることがとても大切であることも、今回強
く感じました。

地域の方のお世話になって
１年生の生活科での出来事です。学級のみ

んなで、昔遊びの学習をしていました。凧揚
げをしていたところ、あまりに強い風だった
ので、凧糸が手から離れ、凧が飛んでいって
しまいました。
探しに行ってみると、学校南方の電柱の先

に引かかっていました。早速中部電力に電話
をして取っていただくようお願いをしました。
その後、糸が切れて凧だけが飛んでしまった
のですが、なんとその凧を地域の方が届けて
くださいました。また、引かかっているとき
にも、近くの方がとろうとしてくださったよ
うです。
１０日（火）には、１年生と

地域の方との昔遊びの会も計画
されています。本当に、地域
のみなさんにお世話になって
いる秋竹っ子です。


